
 

 

 

 

 

 

 

「自分事として考えること」 
                       校長  川原 哲郎 

長かった夏休みが終わりました。子供たちは、どんな夏休みを過ごしたのでしょうか？いろいろな体験、挑戦を

したことと思います。夏休みに入ってすぐに、地域で行われたラジオ体操には多くの子供たち、そして保護者の方々

が参加していました。地域の方々が、子供たちが元気に夏休みを過ごせるようにと実施してくださり、子供たちに

とっては生活リズムを作ると共に、地域を知り地域の方々と触れ合う貴重な時間になりました。いつも子供たちの

ことを考えてくださる地域の方々には、感謝の気持ちでいっぱいです。５年生は、夏季学園で箱根へ一泊二日で行

ってきました。普段できない体験をして友達と過ごした二日間は貴重な経験になりました。友達と協力して集団生

活を送りとても立派な態度で、子供たちの成長を感じました。 

 さて、今年の夏はとにかく「暑い夏」でした。暑すぎてプールに入れないことが、今年ほど多かったことはありま

せん。様々な要因が重なって記録的な暑さとなったこの夏ですが、地球温暖化が関係しているとも言われています。

世界的に見ても、高温が続く地域があったり、山火事が頻発したり、大雨で洪水が起きたりするなど、異常気象に

よる自然災害のニュースが多くありました。様々な環境問題がありますが、地球温暖化は子供たちが身近に感じら

れる問題の一つではないでしょうか。 

 こうした環境問題について知り、自分たちができることを考え実行していくことが求められ、特に「持続可能な

社会の創り手」となる子供たちにとって重要なものになってくるのが、「環境教育」です。港区学校教育推進計画の

重点事業にも、環境教育の充実があげられています。芝小でも、植物の栽培や生き物の飼育、ビオトープの活用、芝

公園などでの生き物探しなどを通して身近な自然と関わり、自然に興味をもったり、生き物や植物を大切にしよう

とする心を育てたりできるよう活動を行っています。体験を通して自然を学ぶことが、環境教育の入り口であり基

礎になってくると考えています。 

 子供たちの中にも環境に対する意識が芽生えていて、委員会を中心にごみの分別や節電・節水を呼び掛けたり、

紙テープの芯集めの活動を行ったり、フードロス削減に向けて活動を行ったりしています。環境問題を自分事とし

てとらえ、身近なものに目を向け、自分ができることから行動していけるようになることが大切だと思います。す

でに取り組んでいることがあると思いますが、改めて御家庭でも環境問題について話す機会をもち、お子さんと一

緒に環境にいいことに取り組んでみてはいかがでしょうか。 

 暦の上では秋です。蝉の声が急に少なくなり、朝夕はコオロギなど秋の虫の音が聞こえるようになってきました。

いろいろな視点から四季の移り変わりを感じることも、自然に目を向けるきっかけになります。しかし、残暑が厳

しいという予報も出ています。引き続き熱中症などには注意しながら、子供たちが元気に楽しく学校生活を送れる

よう取り組んでいきます。  
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９月生活目標「きまりよい生活を」 
「生活リズムを見直そう」 

夏休みが明け、子供たちの元気な姿を見ること

ができて嬉しいです。 

さて、規則正しい生活をするためによく使われ

る言葉として「早寝、早起き」があります。十分

な睡眠をとることは大人も子供も同じように大切

です。睡眠は、体だけでなく心を休めるためにも

重要となります。不要な夜更かしを避け「早寝、

早起き」を意識して生活しましょう。また、８時

５分～８時１５分までに無理なく登校できるよう

にしましょう。 

（生活指導部 佐藤 昭夫） 

 

 

学びの部屋 
「連合運動会に向けて」 

６年生は、９月２７日（水）に国立競技場で行われ

る連合運動会に参加します。港区の区立小学校６年

生全員が一堂に会して運動を楽しみ、競技を通じて

相互理解や協調性や連帯感を高めて、各校間の交流

を深めるのが目的です。 

夏休みに入る前に、それぞれが出場する個人種目

や学校対抗の４００m リレーの出場者などを決めま

した。２学期からは本番に向けて朝の時間や放課後

の時間を使って、個人種目の本格的な練習も始まり

ます。熱中症に気を付けながら指導してまいります。 

         （６年生担任 釣 将大） 

 

 

改めて、私たちは宣言します～体罰や不適切な指導のない学校・芝小学校～ 
東京都教育委員会では、7 月及び 8 月を体罰防止月間として位置づけ、都内全公立学校における体罰の

根絶を図るべく、各学校で研修を行うこととしています。本校でも、“体罰や不適切な指導のない学校・
服務事故を起こさない学校”であるために、学校全体で体罰防止や指導力向上に向けての自己点検や研修
に取り組んでいます。今年度のスローガンは次のとおりです。 

適切な態度・言動で 
全教員一丸となって子供に寄り添う指導   を宣言します！                         

 

tel:03-3456-3072

